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ロールシャッハ法と精神分析

一継起分析と防衛解釈を中心に一

中　野　瞬　徳

はじめに

　臨珠心選査定の基本醜方法に、藏接、行動観察、

心遅緩査の三三つがある。心蓬検奎法は人格検i査と

知能検i萱に大鷲でき、人格検査のうち、ロール

シャッハ法は投影法の代表として広く笠1られてい

る。冒一ルシャッハ法は、スイスの糟糠科医ヘル

マン・覆一ルシヤツハ（翼εr餓3簸簸嚢orsc簸3磁，

鰺鍵護§221が、匿精神診懸学一知覚診籔的実験の

方法と結果蓋（至92聾の寧で公表したもので、欝敦

のインクのしみに対し簿に見えるか欝密に達懇さ

せて，被験者がどこに（反感繧賊／、どのように

知覚するのか（反癒決定羅），縛を知覚するのか（灰

癒内容1という観点から人格を提える。盆蟹s－

c捻漉は、チュー琴ッヒ大学教授ブ欝イラー

（麟艇1避r，E．〉の指導で学健譲文紅反窮幻覚とその

類鍛現象について」（i毅2年／を完成させた炉

（融蟻，欝65／、この穣査によって続合失認症を

飽の疾患から鑑懸できることを示した。

　獄一ルシャッハ法が今段でも精禅科臨豪で広く

綻われているのは，被験者の意識されていない深

履心遜を摺握できること，投影法としては反慈を

数量化しやすいこと，人格特性や入諮権造のみな

らず，病態水準までも据握できるなどが挙げられ

る。とはいえ、ロールシャッハ法は質翼法と違っ

て、極心1蓄には解萩が穰当に難しいという露題を

捲える。ラーナー（勤ε盤鍵，費，緯§麟は、ロール

シャッハ法の二つのアプ欝一チについてあげてい

る。…建誕的アプ欝一チは、逐年のアメ琴力で、エ

クスナー総x聾er，鎗髄，2容§麟が騨発した包抵

システムがその代表である．もう一つの精神分緬

的アプ欝一チは、鯖禅分析の概念や公式を口幅ール

シャッハ選議1と解轡髄こ遍羅するもので、これはラ

パポート（裂罅紛or亀ら，欝§8／の流れを汲み、繕

趨分極（se嬢ε盤。εa難董ys量s／はその代表である。

継起分蟹とは、馬場（i§§§〉　垂こよれ華婁、被検者の

体験過程、葛藤解決遜程、表象遺程を．欝一ル

シャッハ反感の変遷避程の串で擬えることによっ

て、パーソナリティを内勤麟に遅解することであ

る。しかしこれは経験の乏しい初心者にはかな弩

難しい。

　本註文では、天叛した嚢orsc雛懐炉このテスト

に繕を求めていたことを示すと溝詩に、精福分観

麟アプローチの幸心である纒起分析とそのための

跡衛解職に臠する基本的な考えを呈示したい。

ヘルマン・縫一ルシャッハの謎と夢

　襲礎s欲a磁の夢精補診賑学薯炉患蔽されたのが

墨9盤隼§月であった炉、披はわずかその9カ月後

の欝欝牛罐月2欝に急性腹膜炎のために弱冠37歳

でこの1憂を去った。この本は、彼が飽罫するまで

に、たった2，3懸しか売れなかったという。

嚢Grs撫3轟がこのテストを愚炉つき、この本を鐵

叛するまでの経過に関して、駐離蟹（2§奪3／の興

味深い講演がある。衰orso嚢ac簸はフ欝イト

（Fre雛藪，S．〉とは欝難釣に、このクレクソグラ

フイー（欝ε改so琴盤麟潜の醗究にわずか盈隼闘

しか覆究できず、多くの謎を残した炉、遂に後継

者に自密な講究を許した人でもある。翫鍵rは彼

のミステリーについて、次のような点を指摘して

いる。

　①恥rs磁a磯目身の観念や意籔が必ずしも聡確

でなく、被の醗究の基礎となる概念的ある恥は遷
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譲的枠纏みが必ずしも十分でなかった。

　②輪rsε難曲は実験のために少なくとも鶉枚の

インクブ資ットを舞威してお諺．！髄8年から欝欝

隼窃鑛にか診ては蔦救の纒蔽を構い、それらの所

見を見直した後、i2敦！に滅らした。しかし、鐵懸1

桂の都合でさらに2枚が醜られ、それまで蓄積し

てきた所見が驚枚のカードでも裏づけられるよう

にデータを調べ直さなければならなかった。被の

落胆と穫擬は察するに余毒ある。

　謎①は醜（）給C轟ac騒がこのテストでいったい霧を

意緩したかである。盆鍵s膿3盤が学髄譲文を党議

させた羨奪に、彼を嶽導した雛鎌艶r（鐙難〉の

大著罫単発性痴呆または統合失調群謹が耕行され

ているα81e縫1εrはクレペリン叙ra環橿癖が畢

発牲痴呆（　〉艦懸船騨3e£oめとした疾患群を統

合失調症（S磁1鴉擁r鐡癖　として命名したことで

有名である。この統合失調症という凝念は、盛時

の精梓医学雰に大きな影響を与えると講時に、簿

らかの器蟹鋳影響で生じる飽の精；神病とどのよう

にして鑑鷲するかは大きな縫心事であった。精神

病院ではたらく糟糠科医である盆鑓sc擁綴の第一

の霞心事もここにあったことは想像に難くない。

彼の罫精葎診数学幽をみると、鍍験者の総数が菊5

名であ陰、そのうち統合失調症患者は狢8名と最

大であること力帳らも一肯けられ．る。

　恥rs戯a磁（露2聾によれ1ま、ほとんどの被検

者がこのテストを「空想力の検査」とみなしたが、

無鐸為の彫の解織ま空想力とは縫係がなく可能で

あることから、このテストでの解職（つま琴反旛〉

は籟覚や統覚の概念に属すとみなした。知覚とは

現存するエングラム罐灘慧心像／を新しい感覚複

合体に連合的に瞬秘（連合1させることであると

定義している。解釈はこの同化をしょうとする仕

事を意識しているような大きな知覚であ毒、言い

換えれば、感覚複合体とエングラムの鷺の不十分

な穣懲性を毛・の中で知覚することであるという。

この濛昧で被検者のすべての反感が解殺というわ

酵でなく、健常者の範麟にある鞍覆者は自発的に

絵極の解職を口にするが、大｛謬分の器質精神病患

者や多くの続合笑講症患者は瞬化の仕事を知覚せ

零歳董確…12興

ずに、絵麺を決めつける。こうしたことから、

Rors嶺3磁はこのテストをザ無党の検萱」と呼ぶ

こと毒こ歪蟻｛隻力謹あるとした。ここからは、

81艇1εrの影響下にあって、統合失調症の、と韓

わけ思考瞳害（連合弛緩1の羅究という意緩を讀

み取ることができるであろう。

　とはいえ、艮。鶯戯a麟は精禅分析にも多大な幾

心があった。段e虚ぞr（欝旦〉が統合失調症の羅

究の申で、「クレペ弓ンの病理学に追越した私の

努力の主要部分は、フ資イトの懇懇を撃発性痴呆

に適駕したものにほかならな晒」と遠べるほど、

当時のスイスには精；神分析に鷲する鰻心があった

とみられる。現に難e虚erの勧手であったユング

急騰暮，（〕．G．〉が一時鱗（i鱒7隼から欝認年まで〉、

Erε磁，S、に接近したことは麟知の事実である。

衰蟹s磁a磁の鉢験型総rle擁lsty興s〉の概念は

薗麗暮の影響が見て取れるし、錨rsε絵薇は欝欝年

に設立された新スイス糟糠分新協会の轟会長に選

ばれている。

　飾rsc雛磯の摩糠紳診簾学謹の中に、「盛実験と

精福分蜘というわずか2頁建らずの簸があ辱、

その中でつぎのような記載がある。「このテスト

で無意識内容を軍舅ら力罐こするのは購蓬外である。

しかし、神経症と潜在牲ないしは顕在桂の統合失

講窪との鑑甥を藩籬にすること、分断の予後の薩

龍牲を示してくれること、禅経症の発生に関する

推譲（特に昇華活動〉を示唆する。分析の繭後で

所見を比較すると、体験型の変化、人格の変牝炉

見て取れるし、体験璽とFre磁のいう早鱗鬱蒼の

再活性化に至る退行との鷺には縫係があるかもし

れないほとある。

　飾rsc絵礁の死後に公表された「形態解織実験

の豪舌鋒莚3（裂。鴛｛：｝羅ε益，餐｝2聾　という韓毒文で1ま、三警

凡反癒と濃淡反感を導入した後、以蕪よ弩も数培

の量で、このテストと精；神分析とのよ辱深い結び

つきを示している。その欝をあげてみよう。「運

動反癒や色彩反応は形態腹癒よ琴も無意識的なも

のと近い幾係にあ琴、独麟反応は平凡反癒よ弩も

精神分析鶴にみて重要である。運動覆慈1ま夢の解

穣の際の顕在的春夢内容と興じくらい重要で、深
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い無意識に属してお琴、被験者の無意識的顧陶、

根本麟な子離態度を競らかにし、これは糟糠分暫

から裏づけられている。色彩覆応は夢の象徴に穏

当する象籔であ鞭、無意識においては驚のものを

意味しているが、潜蓬内容についての強力な購動

縫孫を明らかにする。形態反感はおおむねコンプ

レックスから衰建1である涯等々。

　このように、衰蟹s磁a騰は塞雛の統合失講症醗

究からさらに一歩すすめてお鞍、披の精舞分競に

蝿する縫心が壷々なら嶽ものであった。もし

嚢蟹s£鮭鍵盤オ§もう少し長生きしたならば、このテ

ストにもっと精禅分析的アプローチを取ったに違

いない。これがヘルマンの夢であろう。

　謎②は総懸に絶するミステ1トである。エラン

ベルジュ（211ε癌ε礪er，欝霧｝によれば、原資一

ルシャッハ緩版欝敦のうち現存しているのは2枚

にすぎず．現在の図版は、患販社によって号イズ

が小さくさせられ、しかも麗饗の無粋が取り去ら

れたことがわかっている。中井久夫（雄§衿は、

纒叛；がどのようにして作られたのか、そしてあの

瀬序でなければならないのかについて、董々なら

轟鷺心を寄せている。ドイツの鷺マン滋医麟兼詩

人ユスティーヌ・ケルナー農786護8§2／が晩年、

幼い頃に行ったインクブ霞ットを再び舞弩、そこ

に詩を書き換えたように（懲麺曲ε聡er、欝8碁、

中井も瑳存の欝枚のカードに思いをよせ、この絵

樋は凝一ルシャッハ雛外誰もがっくれない「；神に

えらばれた十枚涯とまで讐一ルシャッハの美学を

讃えている。第至、麓、穰麟護は「起承ゴ、第W

麟蔽が「転」、第V纒叛が「結3であると瞬時に

後半を準備して、第雛醗叛は第王、欝を継承し、

第鷺図版は第嚢、醗を継承し、第難とIX図版はペ

アをなして、第X醤版は色彩の第三番嚢の醤版と

いう位置と全体の締めくく鯵という意練をもち、

資一ルシャッハ・カードはあの纈番でなければ1遂

行できないと震い切る。嚢催s磁a嶺の意緩は謎で

あるが、綾の天与の才能が欝枚のカードの流れを

分析していく継起分観の醗醗練を私たちには与え

てくれたことは確かである。

嚢一ルシャッハ法への二つのアプ舞一チ

　盆ors磯a嶺の死後、このテストは先輩のオーバー

承ルツァー（偽ε蟻Glzωに支持され、稜はレヴィ

（Levy，至〉．M．〉　を教育し、さらに勤εvylまアメ琴

力に霞一ルシャッハ法をもたらした（ig25隼〉む

こうして欝欝～童§鱒代にアメ茎ナ秀では5つの学

濠、すなわち、ペック壌e改，S．」．〉，クロッパー

郷・碑r，駐、1，ハーツ（翫蹴，M．／，ピオト讐

スキー（議磁ギows擬，Z．〉，ラパポート（衰a費aβ砿t，至〉）

とシェイファー（S絵艶r，嚢〉のグループが生まれ

た。彼らはいずれも欝一ルシャッハとは直接麟な

交燦経験がなく、それぞれ欝一ルシャッハ・シス

テムを開発した。ちなみにド投影法ゴという呼称

は、F瞼擁（欝3湧による総x聡r，鯵6勢。

　各システムの特徴に多大な関心を寄せた9x麗ゼ

（欝6麟の見解によって、各システムのもつアプ

買一チの特撮を緩示すれば、麟蓄のとおりで、

露ε嘘のシステムは最右翼、獲。藤erと
盆妙鋤。護一Sc無a艶ダのシステムは最左翼にな琴、

P圭（魏艶ws設蕪ま董3ec藪と大差なく、登ert盛ま中央の左

よ陰に位置づけられる。£x難rはき艶e凝去に基礎を

置いて残存のシステムを包含し、かつコンピュー

ターを活策して、多量のデータに基づいて包括シ

ステムを醗発している。琶x既r法こそ現代におけ

る最右翼のシステムといえよう。

　なお、賢本ではこれまで鐙鋤｛εr法に準擁した

片口法（片繊、鰺8難が最も普及しているが、欝経

年にド包抵システムによる欝本欝一ルシャッハ学

会盛が発足し、若い欝一ルシャッカーの隅ではエ

クスナ一法炉普及しつつある。

　実証麟アプ謄一チと籍禅分概的アプ欝一チにつ

いて、Lεr鍵罫，碧．（欝§8／を参考にして整礫した

の炉表嘩である。実護的アプ臼一チは心遷灘定志

向が強く、多量のデータ健って統計麟な妥当性を

重観する。つま警、客観的な普遍性を求める法則

定立的（嚢む蟹ot睡t鎗／な方法が重んじられる。
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右滋：実証主義麟、客観的、統誹麟、

　　　心遷灘定志海、貸G欝縷et量む

琶黙鍵

8ε磁

P量碗ro脚s瓢

賢εギt2

盤。継er

臨韓脚r土＆s鯰髭r

蕊滋：糖禅分誘麟、主観鶴、騒人鋳、

　　　臨療憲海、全曲霧ra蝉£

馨｛．各β一舟シャッハ・システム勇健置

あるから、難の理譲を適欝するよ奪もロール

シャッハ独窪の人格瑳詮を探求しようとする炉、

いまのところ疑艇sc総廠炉概念化した「捧験型」

以上のものはでていな塾ように思われる。

　地方、騰神分糖麟アプ欝一チは糟糠分析的瑳識

を背景にした臨鎌志鶴寮強く、鞍検者鰯人の燈舞・

を墾らかにしょうとするもので、臨濠的な妥当盤

を重視する。震い換えれば、事擁砥究のように、

欄牲記遠離（雄給毅a費短。／な方法を取る。

　もちろん二つのアプ冒一チが癖地的にあるので

はなく、権補的でなけれ．ばならない。精；神分析麟

アプ鰹一チをとる考は、形式な分損は無撹しては

ならな塾し、実証的アプ獲一チを取る者は反感継

起にも§を講謬ると、盤かな所見を盗むであろう。

また、鷺一ルシャッハ法はそれ窪体人格検査奮

表重．a一麹シャッハ法への実蓬麟アプ毒～チと糠紳分極鈎アプ鑓一チ（Lε温eギ，欝§額

窒譲麟アプ臼一チ 糠紳分極麟アプ馨一チ

基本鯵観点 心還灘定志癖（検査1中’£・／ 臨環鈎な登定志梅（大疑本心1

精報源 翫欝ゼ：購造一覧表（これ炉帯心〉

Aスコアの縦爽

D露語表窺

@　　　　　　　　　　　　　　‘

①テスト・スヨアとそれらの灘互翼係な

@ど、反感の影式麟灘癒

�ﾆ検蕎露有の反藤内容とそれらに録す

@る被検者の態縫

B絞慈継趨

C糞定率の鞍検者瞬量動

D稜験者一縷登者灘係の無籔

検萱の理論釣穣鍵 ’£・瑳澱定に焦点を合わせて、実証釣に藩

�級ﾊを連詩する

衰鍛鐙ort　l愚考過程と人格購造を蝶介す

驤竰��盾轤ｩにした

テスト・バッテリー 套x鍵rl鞍検者の問題に応Oて検査を緩

ﾝ合わせる

標準醜なテスト・パッテ蓄ターを使罵

i嚢鍛駐萎沁践の構造水準の概念による〉

人擦理論の後難 人烙蓮1論に左右されない 礫轟詮なしでは凝一ルシヤツハの推譲嚢ま慧

ﾄも実質も臨撫鶴適合性もな塾

解釈の二つのアプ臼一チ

　£ε蹟εr（至弱8）は、籟補的な震一ルシャッハ解

畷の二つのアプ覆一チについて達べ、一つを権迭

的（str麗t羅麟、地方を体験的（纏脚rlε薇al〉と

辱ぶ。ここでいう解親は検奎者がこのテストから

どうような読みと鯵をするかという意練である。

　権造的アプ鑓一チは、検査反慈を浸慈領域，反

応決定欝，反感鶴容に分けてコーードされたスコア

と、それらの趨豊麗係の特徴を櫨餓するものであ
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る。この代表に盆蟹sc塾3出癖身の「体験型藩の凝

念があるが（表2／、これを導入する鰹に彼は「わ

れわれは被検者力彗藪を体験するかは知らないが、

霰がい力種こ体験する力種ま知ることができる」と違

べている。この考えが欝造的アプ賞一チの基礎に

あ鞍、翫鍵r法はこれを推し進めたといえる。

表2　体験整（盆鍵se擁嶺、ig鋤

運動蔑癒優綾（講爽璽／ 色彩漢籍優粒（外嫌墾）

分免した知能 紋窮型銘した知能

鞍嚢の生産雛 再生産姓

内に海かう生き方 外に霧かう生き方

安定した精勤盤 変動しやすい驚動性

理実への顯籍の弱さ 境実への顯応の豊かさ

集中的な隣孫能力 拡張麟な瞬係能力

落ち養いた、安定した

^動性

興奮した、不安鋳な運

ｮ性
ぎこちなさと不器編さ 巧妙さと器購さ

　スコアやサインの意味づけに頼ることかできれ

ば窃心巻には魅力的である炉、ス3アの意陳を盲

§的に採矯することは危験でもある。舞をあげる

と、エクスナ一法にはうつ病指標（亜兇騨1や統

合失調症捲榛（SC簾〉という臨鎌指標があ毒

（Ex鍵r，董弱毒、筆者らはこの揚標を諺本人の

糟糠科・患者に適繕したことがある。その結果、

欝欝｝舞ま85％という高率でうつ病を講定するとさ

れている炉、筆者ら（津羅ら、i鱒わの醤本人の

場合、　毘駐翌は大うつ病をほとんど講足せず、偽

陰性率は綴％であった。統合集調症振擦（SCZ夏／

の場合、翫鷲rのアメリカでの鶴性率が縫％に録

して、筆者ら（笠井ら、欝§8）のデータでは該当

した考は鈴％であった。このように、｛コールシャッ

ハ・テストはうつ病よむも続合笑調症の鑑鍵に敏

感であるが、それでも襲来の差が大きい。駐x麗r

法を単純に葺本に持ち込むわけにいかず、縫会文

｛と的背景を無室見できない。現在、SCZ麗ま紅知覚

と愚考の繕蝶璽麗rc鋤趨al哩瞬難褻1登彗睡魔x：費賢／

と修歪されている（£x鍵r，欝○鱒。

　狂x魏r（20（｝聾は検査反癒過程を麟2のように、

「これは飼1に見えますオ㍉という教示によって、

産査（s盤盤搬涛、韓激の取箸入れ（co4熱菖）、分

類纏欝s童舞搬癖、箆較（£o騰舞繍奮）、捨てる

（磁sc3羅塗戴、選課する　（sε麺幾魏薪　といった、

一連の認知的操作：び弓iき莚こされると説醸する。

反応遷程は3つの段鑑として考えられ、筆工段繕

は情報麺選遍程（領簸やZスコアに示される〉、

第嚢段賠は認知醜媒介過程（形態水準や平凡反繕

と聡達〉、第難段賠は思考遜程（懸反応や蒋殊ス

コアと麗連〉に；襟当する慰x欝r，2馨暮窃。

　鰭方、体験的アプ縫一チは欝一ルシャッハ・プ

欝トコルにおける欝造醜な晃簸だけでは説弱でき

ない体験的鍵面に対して追体験や共感していくこ

とである。破験1考の内的経験を取1り圭1げて、その

意識の中に存；窪三し生起するものを書窪き灘ことであ

鞍、誓い換えれば、「なぜ見えたのか」よ弩も「ど

のように見たのか3という体験を重視する立場で、

これを理象学という。

　シャハテル（S磁ac誌t虞，至鮪麟は、現象学と

糖福分衝学の考えによって、体験緯アプ霞一チを

進めた。このアプローチは、テスト中に鞍験者が

体験する事麺、讐にテスト状濁との関連にお塾て、

見馨耄れないインクブロットに接近あるいは暴遷し

なから、課題を縫還する縫方を再構i賎し、運解し、

瞬確にする方法である．また、ド体験とは外罪の

知覚と内薔生活との離離である」と遠べる。イン

クブロットの欝称姓は全体を意殊づけることを促

進するばか諺か、ブ欝ットとの無意識麟な縄一視

を可能にし、体験は意識的なものと無意識的なも

のの両方を含むことになるむ

　鯖神分析遅講の支柱に夢瑳講があ琴、磨3のよ

うに、欝一ルシャッハ反癒遜程をFr磁盛（董鱒馨

の夢遷譲との類似で示した。インク懸板は、いわ

ば無意識を託すための巽中残滓（昼購の残鞍麹1

に稽当するであろう。麟賑が予め決められている

ので、反慈は夢のような多様性や窪慈痩はなく、

この意陳で夢よ琴も推灘が容易である。中井

（i鱒のは鷲一ルシャッハ過程と夢遜程を箆較し

て、夢はノンレム鱗によって中数されるカ§、翼一

ルシャッハ過程は鎗枚のカードによって必ず中藪
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されると指摘する。このことは、ロールシャッハ

遍羅では恐ろしい悪夢のようにならず、趨我が退

行（給9総ssiO麟と進展（欝欝撃essめ酵を繰善｝

返す献態を呈示することを意味する。また、ロー

ルシャッハ過程は前意識に湧き趨る多数の傑たも

のから選んで言語化する「パラディグマティック

なま過程であ弩、逆iにいえば、すでに無意識に存

産するものを解議する過程でもある．

入 方

里．コード乾と分類 （精報越遷過程）

至．韓激の取諺入れと符号琵

2．イメージを潜在釣な反応として分類

獲．淳多難耗と取捨選板 （謝灘的媒介遺程／

3．潜在反応の精選のために再走査

護．髭較、験縫紅よ琴取鎗選毅

璽．叢終選摂と衰瑛姥 （愚考遍羅1

5．残った潜在炭応を最終選鍛

6．意練をこめて表聡

　　　i

匝 圃 匝コ

慧　識

嶋ﾓ識

ｳ意識

（顕窪夢／

`達

@↑

@　一　　　冒　　　一　　　－　　　　m　　　皿　　　隔　　　帯　　　禍　　　十　　　榊　　　早　　　干　　　←　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

@　　　　　　　二次撫

@　h　　　癌　　　m　　　　温　　　一　　　｛　　　“　　　柵　　　｝　　　｝　　　等　　　W　　　－　　　一　　　一　　　一　　　－　　　一　　　－

験饒

騒蔽〔レーx〕

@　霞串残滓）

婁嚢濠・甚・像 （溝在思考／

醗2．蒙一ルシャッ八反慈遺程と操搾（∈x欝欝〉 醗3．嚢一膨シャッハ作業（夢遷論〉

纒起分極

　継起分析（s錐魏魏駐蹟alysls）1ま、農本で1まこ

れまで継講分緬と訳されてきたが（片口，！987／、

馬場（難§鱒は§本語に「纒粥」という霊葉はな

いし、連続的に起こるという原語の意練からして

ド継蓮3の方がふさわしいとしている。

　継起に臠しては、癒rsc擁戚（鐙2i）自身が反

感様式の継起（艶握璽）に注藝してお琴、

Sc紘磁継（欝66！も反応籟載1こ限定した継起分

析を麗麗している。｝｛沁雛εrら（墨96欝は、継起

分析について、カードからカードヘ、反癖から反

癒への遜程の分析であると指摘しているが、全般

的な方法は容易に鑓達しがたいと運べて、ごく簡

攣．に一般的な形式面を強講ずるにすぎない。

駐1硫欝ws麺（欝57／は、反慈の流れに蝿するショッ

ク（一時的な連想力や知覚の麻痺／に霞心があ諺、

時閥の計灘を好1ましいとする。反感塒懸の詩灘を

やめた翫聡r法は、構造一覧表にスコアの継起を

含めているが、形式的分析に議定される。

　継起分析の広籍なアプローチは、嚢簿罐蟹tのモ

デルをさらに発展させたS嶺a鱈（欝§磨の講究

に見られ、馨本では小鼠本・馬場（鴛72〉によっ

て精力的な追試覇究が行われた。以下に、L欝欝r
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（聾98／を参考にしつつ、継起分析を行う際の注

意点をあげる。

　①プ欝トコル全体、各麟蔽、各及慈についての

評懸を含むばか鞍でなく、あらゆる震動に表れる

ような検査態度や検査行動も含む。反嬉遜程の最

後にみられる伝達は、テスト献溌に依存するから

である。したがって、検盗施行の語録を可能な隆

絵逐語的1こ取るべきである。

　②各カードの朝議特性を運解しておくこと。舞

えば、亙、欝、V、鰻懸板は全体に知覚されやす

いし、魑の緩蔽は藪片的みられやすい。

　⑧人格権造における退行的、進展的変化を観察

するのに役立ち、これらの変化は、領械（麺ご鍵給縛、

決定醤（6εtεr癒灘麟、内容（eo猛縫t／、形態水

準（麺蹴董eマel／、及びテスト態度という羅懸か

ら見ることができる。

　④縫起分癬は、このテストの礫論だけでは不†

分で、外部にある広範な人格遷講や精神病饗学を

学ばな謬ればならない。Lεr既rは糟糠分析選識に

ある糟糠病礫学モデルを、伝統的な葛藤モデルと

最透の発達捧読あるいは贈進欠損モデルの二つに

分ける。葛藤モデルでは、蕩藤の表れとその葛藤

を解決しようと試みる方法や、その解決の成功や

失歎の程度を観察するものである．これはいわば

禅経症をモデルとしている。発達擦丘あるいは構

造欠撰モデ庫は、コフートの資己心蓬学
（きく磁硫、婚8凄；疑ε農Mar甑、鰺9茎；中野、2§春31

の影響がある。境雰性、嚢己愛盛の入絡縫害の治

療論が欝欝奪獄後に進み、OSM一灘（欝欝／の

人格薩害の分類以後、人格難害を対象にしたロー

ルシャッハ覇究が進んだ（中野、欝8嚇。

　⑤ヂ投影法3という屠語にある「投影婆は、自

分の盤質．感精、態痘、経験、要求などを舞舞の

人鞠や事勃に帰属せしめる作繕と広義に購塾られ

（S盤面te董，i鯵6／、鼓e寵によって発展した狭義

の投影機講が髭られる反応は、全体のなかでも少

数である。鬱然鍵（董鰺§／は投影が生じている可

能性の高いのは、運動反癒、修簸された反癒（特

殊スコア〉、韓激を極端に歪めた鑓覚（形態水準

がマイナス／であると詣擁している。この意味で、

衰錚錚鍵毛（欝68／のいう逸1鋭書藷嚢現は見逸して

はならなむ㌔

　⑥妥当姓の高い解毅炉できるために筆者が考え

ていることは、最務のカードからできるだけ飯説

を申していき、その飯説が後のカードで確認でき

るとき、その飯説は妥当姓が高いというものであ

る。仮説をつくるためには、被検者が口にしない

ことに羅をつけることである　（中野、1鱒3〉。こ

の点は、侮を知覚したかだけをみる購造的アプ

欝一チと決定麟に異なる。

三つの人格構造

　Fr¢磁鉱後の急激な社会変化に搾い、古典的な

神経炉減少してさまざま人格瞳害が額在化してき

た。特に欝欝奪以後の精禅分断遷論の発展に、

藍鹸雛の懲己愛人絡縫害の羅究と壷んで、カーン

バーグ（Ke盤艶響，ig8勢は境雰性人格薩害の

礒究で多大な貢献をした。鍵来の禅経症露と糟糠

病鐘の疾患の飽に境界性の一群を位置づ酵るため

に、翼er癒er募は蓑3に示すように、購一性の統

合痩、防衛操作、現実綾討という三つの基準から、

人奉答構造（夢蟹s（矯雄髭y（｝罫募a盤z＆蓑｛濃〉　という青銭念

を｛乍つた。境雰盤人格構造（藝蛋｝（芳　を鯵のものか

ら鑑磯するための手段として霞一ルシャッハ法が

窪彗された跨は欝総隼以後である叙w盆wαet

31，i弼窃．筆者も境雰性人格難害をアセスメン

トするのにロールシャッハ法が有効であることを

確認した（串野、鎗85．欝88／。

　継起分析を鴛う上で、小親木・馬場（欝72／の

罫精神力動論藷は有驚である；が、人格瞳害の視点

がなく、馬場（難8誹は境雰纒の賞一ルシャッハ

磯究琴彗懸発表している。そこで本譲文では、病態

水準を鑑鶏できるように、商次と低次の跡箱機麟

にわけて鍛う。
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表3．　大毒各毒藩進の鑑舞彗　（至《eで賢聖｝εr薯，　董§8遥〉

構造の基準 神経症縫（鰻8欝。重lc／ 篤饗性懲。継e撫琶） 糠神癒牲（籍syc醸lc／

嚢巳表象と蝿象表象は明療に区燐されている 自登録象と鱈象表象ははっ

き鞍置琴彗されていな知樽が、
購一難の統合痩

妄想麟な瞬一性が存産する
（継e蹴誌y

統合された岡一纏：§εと飽考の 轟一養生紋散：馨己と飽考の矛薦する欝蓬藝がうまく
i磯霧擁。叢／

矛雇する鶴藏が統合されて全体釣 統合されずに分離したままである

にまとまった舞舞念轟こなっている

擁理と高次の跡箱：皮嚢形成、購 主として分麟と懸次の訪衛．‘原嬉醜遷懇牝、投影

紡　籍　操　焦 離i、警ち消し、金運紀、知性髭 羅一化、否認、万能感、 畿懸麺鷺

（むe蛋e嬢vε 離籍1ま患者を籍神海霧の葛藤から守る。 解談は機能を改善 跡箱毒ま思考を醗壊及び、§

曜rat嬢s／ する 己一蝿象の霧義倉から守る。

解穣は遺行をもたらす

現実検討能力は保たれている：雍巴と葬嚢己との区劃、短 幾実検討能力の喪失
翼　実　検　討

覚や薦激の源泉が精神講鼻か外幕しかを区驚
■壌を3塗y

嚢邑と麹考を現実鍵1に深く警邏藪す 現実との購係の中や、 無実感覚の牢で変餐ニ薄書起き
tεst轄／ 　　　　　　　　　　　　　　　…

髞¥力が存在　　　　　　　　　　　　　i る

高次の防衛解釈

　高次の防衛機舞燕ま擁猛を中心としたもので、ヒ

ステリー性格や強逡牲絡にみられる。跡箱は実際

にはさまざま誌衛機麟と緩み合わさって機能して

お辱、離籍機麟の分類に濁しても欝究考によって

異なるが、ここでは主として小雌木・馬場（欝72／

の麟究成果を紹介する。以下のロールシャッハの

スコアリングは片口法に基づく。

汽．園避・逃避を基底とした防衛機器塗

筆．擁涯（ダe騨esslo轟1

　擁荘は否定すべき欲求や罪悪感を難き起こすよ

うな肉離な観念・愚考・記憶に慧して無意識のう

ちに忘れ．る、気づくまいとする機麟である。

嘩〉　揮蓬が邊剰な場合

　①反癖数段炉減少し、ショックもある。②反感

領竣：無難なところが選叛される。③決定羅：形

態反1志Fが増〕擁し、色彩や運動濠1癒は減少する。

④コンテント・レンジC繕ま減少し、平凡な内容

や動勃反応Aが増擁する。⑤陰影、色彩蟹叛では、

反慈時露炉遅延し、形態質が低下し、反感不能を

みせるか、不安を意識できない。⑧テスト態簑：

1姦力的ではあるが、揮簿1釣、消極麟で．餐『語表現

が乏しい。

2〉　揮涯が不全奪場合

　擁経感椿が高ま警、それ対する紡衛がみられる。

①浸癒振否が増撫。②純粋形態反慈ぎが減って

C騨，C，cF炉共存するが、運動反応騒や影態色

彩笈癒繋Cを欠く。⑧形態質：捧緩を修復すよう

とするために、形態質が変動する。④反慈内容1

不安反癒（火、爆発、怪麹、悪魔、盛／が蟻える。

⑤テスト態綾：擁蓬感椿の表れ、誇張や否定もみ

られる。

2．否定（醗g譲。籍1及び誇張（¢x鐙ge郵a撫轟／

　否定や誇張は擁瑳か弱化したときに擁猛を獲復

する試みである。否定は…度意識しながら、その

意識を否認する’む選1遜程であむ、誇張は否認する

鶴翼こ大げさに強調する。

鱒　否定

　①反感領綾に表象できなかった領鍍を違べる

（轡己不確実感、攻撃盤、恐糠感等の否定／。⑧
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反癒内容に「・・一に見えません」という否定

の表現か認められる。

2〉誇張

　意識化すると不快1こなるようなものを認めなが

ら、一方でそれを否定する態嚢や譲葉を誇張豹に

示す。

るが、自発性は乏しく、感鋳覇鎖的である．

2〉　醸難解不全な場合

　①形態反慈率欝％が滅弩、色彩や陰影反応が培

える。②形態質は懸下する。⑧反癒表象の綴分化

や麹体化は不全である。④テスト態度は動揺しな

い。

3、否認絡ε罐31／

　否認は鶴舞の不快・不安・恐糠からの轡避であ

る。擁猛が海なる感燐に繧蟄くのに請して、否認は

外の表象に録して働く。否認は外的現震iに饑くの

で、現実験討機能炉低下する。擁涯が発達する羨

の幼晃的な跡衛機麟なので、低次の跡箱機麟でも

ふれる。

暮　擁窪と結合した消極釣否認

　①反感領域：不快を選け（無視／、不快でな塾

警邏藩分反感Pを選撰しやすい。⑨決定毯二色

彩・陰影反慈は減少する。⑧反感内容：無難で平

凡である。④テスト態度：消極的で、鰻入麺表現

が少な》

2）　　誇張毒こよる否認

　身ぶ鯵を梓う、大げさな表現が多い．

3）　空想を透しての否認

　寿能感を高める空想を形成する。①反慈内容は

不整なものを好ましい、楽しいものとする。②大

げさ．演技麟繧講が換わる。

4．鰯離（isol磁lo轟）

　購離（分離／は、一定の関連や賑給があるはず

の観念と観念、観念と感構、特定の意識状態と飽

の意識状態など、癖者の鰻連を絶つことで危険（不

安、罪悪感、聡／を麟遷する。知性化や反動形成

と結びついて、強：違性格考によく観察される。

態　購離が過剰で堅苦しい場合

　①反慈領簸：特殊都分反癒泌や空議反癒Sが

増える。⑧決定躍：形態反癒率F％が増撫、色彩

や陰影反感は藏少する。③形態質：一般に良好で、

感繕にまどわされず、客観的、譲理的である。④

内容：勃体化された表象が増え、人聡や勃勃も麹

体化されがちである。⑤テスト態度：忠実ではあ

8．置き換えを基本とした跡衛機麟

　置き換え憾sβlacε贈簸t／は、意識化すると危

険や葛藤がおこるような欲動について起こる。そ

の場合、置き換えられる講象や表象は意識に受け

入れられやすいものが選ば蕊るが、欲動ヂ）盤質や

蓑標は不変で、鱈象や表象の移動だけが起こる。

嘩．象徴化（s翠紬ollz齪lo轟／

鯵　比織的象徴化

　自己鑛示欲や哲学的芸術的態度を強調する被検

者にみられやすい．①決定遜：形態反感率F％は

減少。象籔釣な反感（C響瞬が増撫。②蔑慈内

容：Aむ鍵，Art．（銭／が増える。④テスト態度

　主観麟、一方朗である。

2／　無意識的嚢象邊程としての象徴化

　この典型は夢の象徴化である。反慈表象が穂を

象徴乾しているかは、精禅分析的な主懸解穣

（撫ε灘tlc離3麺s圭slを試みる必要がある

（S廠匿er，i§騒／。

2．籟牲化（1瞬結1鎗。趨311za童沁籟／

　簿牲イ擦ま特定の欲動や感精を意識化する；かわ鯵

に、詮理的な思考過程、知識、客観的認識や観察

に置き換える過程をいう。

群　短牲耗が遜剰な場合

　①反感数が増えるか反感の質を高める。②知的

野心炉高く、全体反応Wか増撫するが、D緩やS

も増える可能性寮ある。⑤一次的F（ΣF〉や付

撫決定遜が塔簾。④形態質は良好で叙も増糠。

⑤テスト態度：知麟能力の検甕の場とみなす。

2）　籟牲化炉不安定な場合

　購離の不全を参黙。
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3．　合珪｛ヒ　（ぎa嚢G轟a鮭za襲。舞〉

　合還化は醗離か必ずしもナ分でないために、感

構や欲動を蕉当｛とする、蔭己率心雑な努力をいう。

①欝己の体験垂こ基づく合理化：「子どもの饗見た

ことがある」ヂ家にあるからまという表現炉認め

られる。②譲遷的帰結を金運乾：「これが頚、是

とすれば、ここは当然手になる」のような表理が

みられる。③テス訴状溌の数の合遷化：「無選1こ

こじつければト、餐｝薄縁こ見なけれ毒ま悔鰭ナな》、と患っ

たので」のような表現がみられる。

4．昇華（s鰻緩撫＆餐。酵

　昇華は、衝動の対象や発達方法を縫合的に適慈

性の高い、あるいは穣i鑓の高いものに置き換える

こと。紡衛機麟の全体的繧海を総合釣に讐薮して

評簸する。

C．遊転を基本とした跡衛機鱗

葉、　反動琵多成　（ぎeac雛。警｛oギ醗a業lo糞）　及び‡落ち5轟

　し（雛糞《沁絵9〉

　反勇形成及び打ち消しは、不安、罪悪感、恐糠、

不快がおこるような無意識醜な欲動や感椿の意識

化を防ぐために、それと反講の態凌や簸動を無意

識鹸に強調する心的機翻である。反動形成がその

人勃の全体的な態度によってあらわされるの1こ離

して、打ち消しは簿1々の心瑳的な鱒きで、超自我

感構（罪悪感、聡／が体験された時に、豊反講の

行為を試みること。

蓄）　穫動形成が過剰で堅苦しい場合

al　縫顯さ毒こよる敵意の反動形成

　①反慈数Rが増纐、特殊部分反藤蔓）6か増糠。

②決定翼：生の感構表患を醸避するので、ΣF（形

態盤の先行する決定霞の総秘／や純粋形態反応F

が増擁し、色彩や陰影反癒は減少し、麓も減少す

るか消極的なMになる。⑨反癒表象：従顯、無害、

肖己麺罰的で、平凡反感Pが増擁。④テスト態度

　テスターを甦罰的な権威者とみなす。

麟　友好的な態度による激慧の石動形成

　①設を増やそうとすることはない。⑦感精表鐵

軍威鷲年i2海

は活発ではあるが、統麟をうけている（C繋留⇔。

③反感表象は羨しい、美しいもの、かわいらしい

ものが増える。④態度：テスターへ雛力豹．

c〉　蓉大さによる依存欲求砂反動形成

　①搬ま減少。②領蟻：WやD炉増撫し、ブ臓ッ

トにないものを求める。③決定覆：純粋形態反感

F炉増え、精緒反感牲を示唆するC，ご，cは織少、

想像牲や独翻性を示唆するM，欝M，羅も誠少。④

反応表象：AやPが増癩。⑤態度：テスターに否

建醜態痩：をとる。

d〉　自8童張、競争による依存欲求の反動形成

　①反感表象：強さ、灘懸、権力、警己額示など

を示唆する。②態度：テスト状溌の中で主導権を

とる。

e）　劣等感、§己不全感に録する反動形成

　①態穫：：好意的、協力麟、質翼段陰で醤鑑ある

態嚢炉不安定になる。②色彩、験影韓激の強㌧・緩

版で急激に形態質が低下。③領蟻：wが遍羅。④

反感表象：小さいもの、未熟なもの（虫、子僕、

動物融藻分〉が特徴。

2）　蔑動形成が不全な場合

　①形態質が変聾し、不良形態反応が増撫。②決

定遜：C，ご，eが増える炉、色彩や陰影の構い方

が不欝然。③反癒表象：敵意、不安、依存性、心

綴さが反硬。④一つの反感の申に、欲動、罪悪感、

不安などが漉合する。⑤反感継趨：量反対の表象

が交代。⑥態度＝感憶や欲動の表現が鰺董される

低次の跡衛解罧

A．投影及び取琴入れの防徳機趣

董．投影（騨。斡磁。瞬

　投影は、取零入れと対をなす。取諺入れば合体、

一棒化の方向で饑き、投影は否定、誹線、逆転、

対立の方鶴で饑く。投影は、自己の内的な欲嚢や

感構の中で受け入れがたいものを飽者に羅するも

のとし、それか嚢己に肉かってくるものとして知

覚する・£・運機麟。
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聾　編難壁台r蓬づけと結合した投影

　完全癖炉強い者、慰籍閉鎖釣な者、遇痩に潔緯、

詮索的、確認癖のある強迫者、敏感者、統合失講

型（s綴量20t鐙al）性格に生じやすい。超自我不安

を持ちやすく、寂己を猛当化する合理づけを試み、

また罪悪感を投影して被害的になむやすい。①領

鍼：警成心、猜疑心に基づき、麗，S炉増糠。②

決定露：Fが堰撫、時にMも増撫し、色彩及び陰

影反耳碁は減少。⑧形態の捲摘は一般に詳しく、無

選茎なこごつけがみられ．る。

2〉　妄想釣投影φ鍵麟olac欝。誇。重io欝〉

　①運動蔑旛の量と内容：醗やFMが多すぎ（M

が5，6鉄上／、現実から遊離。Mの跨容に敵意、被

害的、恐締約なものが多い．F鱗の内容もMと似る。

②興練縫心の対象が縮小。（鶏，（麟，撫／，

（A虜が多いほど、現実から遊離、海鵜的である。

解離反応が増えることもある（心気症的1。⑧一

定の主題に捲織する（鞍害・攻撃感鋳、震己縫罰

錘幽、超自我恐梅など／。対人交流が一方釣とな

舞やすい。④外雰に嬉する警戒・詮索と被害・攻

撃的な投影が梓うと、ブ實ットに見えないものま

で表象化する。醜：「一・が隠れている遜1⑤

虞我機能金棒の病態化炉進行すると、護我境弊嶽

壊反感が生じる。（碧この径鞠が今にも襲いかかっ

てきそう蔦）⑥態度：テスターを撫害者・威嚇

者とみて内心を見抜かれまいとする、テストの隠

された意襲を探る、霧己の響継奪や観察の正しさを

強調する。

3／　否認・空想化と結合した投影

　顯望に師うように現実を作鯵かえる空態化が嶺

れ、否定すべき露己が意識化されそうになるか、

あくまでも望ましい自己像を保とうとする顯望か

ら生まれる。有害なものは外から自分にくるもの

で、窪分自身は無害・無罪という投影を行なう（欲

動の主体を自己から舞舞に逆転する投影／．病態

として、妄葱鮪愚考、軽練者に生ずる被害念懸が

ある。

　①領域：Wが増え、現実的な検討を避け、大雑

掘な直感的印象。②説明：主観、腰望、空想が強

講され、聡纏化が乏しく、形態質も低下。⑧決定

纒：擁罷否認が弱化しているので、色彩反慈

（Cぎ，ごF〉が増撫し、誇張や比喩的象徴（C響痛

みられ、善悪の争いという形をとる。陰影反感（材

質感〉は減少し、運動反癒に作話的繧晦を｛率いや

すい。④内容：特定の主題か強調される。否認さ

れるべきもの（攻撃、罪悪感、窪己不全感1と否

認するものとしての自己像（無害、強力、正しい、

善良、明るい／とが交代した韓、葛藤酌に共存し

たむする。⑤態度：協力的かと思うと攻撃的、疑

惑を麹くなど、不安定で変動する。

2．聯杁れ（垂蕪囎。重lo鞭／及び合体（舞扇ヒ〉

　取尋入れは難愛的な活動から発している毒害、主

観魏にはその対象と麩己の合体（麺cor脚r磁綴／

をもたらす。合体は、隅一化の原型であ琴、瞬一

化（雄繰t緻e痴。麟は彗己と対象の藪購か確立し

た上で饑く場合をいう。

舞　テスト態度に示される濁一化

　①主導者への翼一化：騨馨あ次1こいきましょ

う」②ルールの支持者への癖一位：舞穂つとゆつ

く穆言いましょうか」③評懸者への概一一化：衰分

の反感語に「これはなかなかよくできている3と

反旛。

2／反繕表象及びその主題に穫験される疑一化

　どのような反感表象や主題が衰我親報的か、甕

己縁や還想像とみなしているかを分極する。

3）　不適応鈎な属一化

　①大雑掘で不注意な形態を指摘しながらその事

実に気づかず、衰信のある満短気な態度を保って

いる場合、実際の霧己以上に有能な入鞠像に疑一

化して安定を保っている。②テストを楽しい遊藏

のようにみなした鯵、テスターを友だちのように

みなした零する態度は、蓉己の現実を否認し、社

会的役麟関係から退行した瞬一化である。

i3、原繋的跡徳機鱗

　擁蓬を基盤とする防衛を高次元の幣衛に離し

て、分割を基盤とする低次ものを原始麟跡衡

（雛顛t酔醒醗s嚇と》・う。しむr欝rらはこの紡
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衛操作を評慰するために有縮なスコア｝」ング・シ

ステムを考案しているので、以下に紹介する

（Kw寂w鍵，歪．S．，et．盛，鎗8馨。濾意点としては、

一綬轟鱗こスコアの基本麟単位は運動に関係なく大

閤の全体覆繕縫であること。舞舞としては、分褻

の詣標で二つの反感炉含まれる縛は、一つのスコ

アが与えられ、投影瞬一化には人灘認分反慈難経

を含むことができる。また、時鷺麟・空聡麟鋲離

がドない雌という場合はブ欝ットの羅性に密養し

た反藤であ弩、「ある雌という場合は空想的である。

蓄．分割（s鐸醸麟g／

　分舞1ま、自己及び鰐象について、喪い難と悪塾

藤を皺々に認知して、食い蕪が悪塾懸によって破

壊されな窮ようにする紡衛である。したがって、

強い爾犠牲という観点から飽者を知覚して表現す

る繧向睾こ表れ．、欲求1挫墾対’満足、危害対優しさ、

好意対敵意という形を取る。対象についての精緒

的表現が灘極化する（妻ol蟹酸1領海が摂底にある。

分翻（S／のスコアの鰐を以下に示す。

　1霧　反応縫起において、人購反感9がある構結

約次元で遊べられた後に、それ1こ続く騨の簸が正

反辮の鷺緒で説霧される。鯵：「拳銃をもった醜

い猫罪者のように見える」のすぐ後にヂ頬を寄せ

合い一緒に座っている男女」と続く。

　麟　一つの登の説瞬の申で、大鷺像の一認分が

鰹の藻分と歪反対のように見える。携：「巨人。

下の離分は危害を換えそうだけど、■と半分は優し

そうだ」

　鱒　一つの蓑癒の中に、二つの死反薄の人爵豫

が含まれる。擁：「ふたむの人で、男性と女性。

被は奪劣で、穣女に肉かって怒鳴っている。破女

は天笈のような人で、それに醗えている暴

　（至勇　潜塵三的に礫懇萱1された入舞彗｛象導こ、一つ以上

の特徴が換わり癒鑓が損なわれるか、潜在的に騰

懸纏化された人縫像に懸値を高める特徴が追越さ

れる場合。溺1「頭のない芙使」

2醗極殖化（曲曜憾i瞬
脱懸鐘化は、その人の内的、外的対象の重要な

平蔵艶奪i2鐸

懸魑を下げることで、羨望に録する購籍を行うば

かむか、その講象と同じくらい窪分もよいとする。

騰簸麺イヒ（亙〉vlには、5ポイントの連続線上で

課する。

　（聾　人懸盤（短雛麗麗ss／の次元は保たれ、時

賜麟・空間的に距離がなく、否定的ニュアンスが

あっても社会的に容認できる籍饗である。OV　i

の擁1算争っている二人∫轟妙な羅を著た少女3

　／2）人瞬盤iは保たれ、時擬的・空購的な艶離の

有無にかかわらず、人瞬像は露骨で蝕会的に容認

しがたい否建的な書葉が篤いられている．身体の

一蔀奮欠けた人想像も含む。のV2の鱒：「病気

にかかったアフリカの子ども」ヂ癖擬している女

欝薙ヂ牙器愚な顔つきの男性」ド頭のな㌧｝ノ蒐ラノ｛ラ轟こ

なった人盛

　！3／人縄盤1の次元は保たれているが、人鶏の形

態知覚に歪醗炉あるひ時鶴的・空懸麟な艶離の禽

無にかかわらず、入鵜檬が否定的に運べられてい

ても縫会的に容認できる籔霧である。ここにはピ

エ濃、娠精、来隣人、魔女、悪魔、魔術考を含む。

五）V3の纏：「悲しそうな顔つきのピエ鍵盆ジ壷の

上に立っている人食いゴ「悪い魔女盛

　縫／人鶴性の次発は保たれているが、大鷺の形

態箋i覚に歪麟がある。時聡的・空鷺的な離離の有

無にかかわらず、人聞像は露骨で祇会的に容認し

がたい否定的な言葉が霧恥られている。この詳定

は（3球鯵も、否定的な携写が激しい。PV婆の擁

　「二人の聡悪な悪魔匪「葬常に恐ろしい二人の

火星入ユ「不気味なクー・クラックス・クラン」

　嚇　大鷺牲の次元は失われ、時間的・空鶏釣な

露離の有無にかかわらず、人糞豫は申立的ないし

否定的な露葉が羅いられている。亙〉Vきの鱗：「衣

暇隷警鐘ている炉、鑛のないマネキン」「二人の

人だが、宇宙から来た半分男性で、半分動軸の人並

「女性で騰があって、ハイヒールを緩いていて、

獲は鳥のくちばし」

3．理想鴛（羅eal睾z鍍lo麟

　理想化は、鰐象の好ましくな塾ものを否認し、

その入寂身の琴ビドーあるいは万能感を投影する
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ことで、破壊徳動や迫害不安を跡籍する。麗想化

（欝も§ポイントの連続線上で評定する。

　緯　大鷺牲の次元は保たれ、時鶏的・空灘的な

距離かなく、入溝豫は肯定的に達べられて華る炉、

遜度にへつらっているわけでない。鍍み倒1「塀

越しに見ている二人の、鉱贔な入」誓幸橿な笑みを

浮かべている大藩

　（21人鷺性は保たれ、時懸的・空幾的な題離の

鳶無にかかわらず、人賜像は露骨で遇度に肯定麟

な言葉が篤いられている。至2の髄：「二人のハ

ン号ムは纂骨たくましい欝シア人炉、あの有名な

ダンスを錘っているゴ「おお天穫なような姿。長

い髪、なだらかに垂れるガウン、それに完壁にや

すらかな顔つき］

　麟　人糞牲の次元は保たれている参、入溝の形

態知覚に歪麟毒§ある。蒔灘麟・空灘的な距離σ〉有

無にかかわらず、人講繧は肯定的に違べられてい

ても、適度な霊葉で違べられている。この評定に

は名声や崇拝の的、薦蔑の捲導者として力のある

入、著名入を含む。欝の纒：「シャルル・ド・ゴー

ル藩「宇宙飛行士、艀に藤難した一人」

　犠！　大鹿牲の次元は保たれ．ているが、人，翼の形

態知覚に歪縷；がある。時齷齷・空雛誘な距離の有

無にかかわらず、人糞像は露骨で過度に轡定的な

譲葉が旙いられている。この評定は馨1よ辱も肯定

鯵描写が遜痩である。縫の擁：ザ戦士。それも

ただの戦士ではなく、最も背が高く、最も強く、

最も勇敢な戦士」ヂフン族のアッテイラ、でもか

つて見た中で最も大きな性器を持っているま

　／韓　大鷺牲の次元は失われているが、その撰…

性の翻窪値を高めるような歪麹が見られる韓時匿1

的・空購的な駆離の有無にかかわらず、人想像は

中立的ないしは肯定的に遠べられている。この評

定には．有名人の彫像、巨人、スーパーマン、超

自然的な力をもつ宇宙入、天綾、餐豫、非人鷺鶴

な外見やカをもった半人闘を含む。欝の舞1

「ヴィクト琴ア女王の購豫盛「飽の惑星から来た

強い生麺がこれらの弱い生勃を支緩している涯

4．投影濁一続（群。舞。量醜雄e継1糞ca業垂。轟〉

　投影濁一｛とが本来の投最多と異なるのは、対象に

投影されるものか自我遠藤的なもの（g§031給酵

として体験されず、むしろ欝己を短象に感構移入

し（錨緯懸鍵sl、投影によって穀象を簿ント環一

ルしょうとする。投影講一化纏／は三つの遍羅

が作籍している。すなわち、①外麟対象の特盤を

無視して自己の認分を外蓬死すること、②窪己と

雑考の境雰を不鮮鱗にする能力、⑤驚考をコント

ロールしたいという強い欲求である。その鱗を以

下にあげる。

　（毒　人聡像を含む作話反感（£酷熱擁茎at沁麟で、

形態水準はマイナスレベルで、連想麹購綬化

（欝s倉媛癒vεel鵠蟹at重書麟によって認知が邊覆に

修簸され、プロット本来の特性か無視されて空想

や驚緒に取って代わられているもの。連想麟窮纈

｛雛ま攻撃的あるいは性的意味を搾う嚢材を含む。

鱗：喧大な男が私を捕まえようと透づいてくる。

巨大な歯が見える。男は私を真っ直ぐにごつと見

つめている。男の手が上がって、私を酸ろうとし

ているかのようだむ3

　麟　大藩全体反慈登か大腸部分漢籍灘で、反

応護簸炉　Mで、決定獲が形態陰影輪郭授癒（陰

影炉反応の韓郭となった反癒）で、その大鷺像が

竣撃麟か、ある恥は襲撃されてきたと遠べている

もの。樋：「醜い顔ゴ（欝麟繊の内部／、「傷つい

た男輩（毒餐壅蔽の．ヒ藻中央藻分／

5．否認（曲藩縦l／

　否認紛獅は、現実歪麟の程度で高水準から

懸水準まで、連続線上に痩緩されるひ夕も的現実を

無視した鞍、歪麟した離すること。

　鱗　蕎水準の否認（至矯野：現実歪麟は最小で、

形態水準は良好で、いくつかの誘次的な跡箱から

な吟、一部は畿遠した。

　緋　否定（註ε購醜／

　侮1知性化（塗tell瞭麟lz鏡醜／

　（c／過小視（鑛擁護zatl澱／：欲動を最小化して、

警威でない形にする。五濁像や勃勃像を薮露や漫

懸に変える反感を含む。鍵：曝悪な人炉落とす
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影」「おかしな男、むしろ漫謬輿こ近い雲

　（δ〉　取む量毒し（y響撮｛墨絵藝。豊〉　：反1碁を取箸消し

たむ、鉄蔚に反癒したものを否定した毒する。

　（2／中農水準め否認（　〉v2〉：形懇水準炉農

好な反慈を含むが、反感の内容に、情緒魏、識蓬

的、現実的にみて根本的な矛懸がある。鱗：「セ

クシーな号ンタクロース擁「瞳嘩をしている二人

の尼繕」「読書をしながら襲っている男」

　麟　低次水準の否講（むV3〉：具棒的にない

ものを磐撫することや、プロットの特権を考癒し

獲なうことによって、容認しうる反感が容認しが

たい反応になってしまうもの。この水準にも知覚

対象に対して矛癒した説購をおこなう哀感が含ま

れる。鱗1ダニ人の入、でも被らの上半身は女権

で、下半身は男盛。それぞれに乳房とペニスがあ

る］「人、でも蒙の代わ鯵に鳥のくちばしがある」

「懲分の巨大な尾の上に塵っている人」

自己愛の臼一ルシャッハ簸兇

　境無性人格鐘害の防衛（分割など）は察己愛性

人格薩害の防衛（蓬想化、万能感など〉とは琶懸

される。灘己愛の獲一ルシャッハ法による実誕麟

礒究は欝鍵年の後半になって現れてきた
（魏r難r，9．D．et31，i§88〉。ここでは、姓絡購

造、防衛撰進、対象絶無様式に焦点が当てられて、

嚢己愛姓人格無害の核心麟特徴を揺鐵しょうとし

て矯る（魏鐙er，聲．嬉98／。

　‘i）自己没讃（sel皺むso瞬瞬：9x灘（2辮〉

は反窮反繕（rε盤磁綴）とペア反感（韓紛と総

皮慈数との駕率を自己中産｝牲童舞標として擁墨し、

警尊心の程度をみている。Ler鍵r，難．らも鏡1湊反

慮（溢慧r醗〉と反射“反慈は退寮彗な轡己没頭を示す

と考えている。

　麟　自己万能感：紘賛を求めて苛立つ結果、心

礫検査の硅緩みを竣撃することがある。検査の体

験を分かち合うのではなく、検査者をひきつけ、

王、女神、檸殿、勲章、紋章、王冠のような自己

誇張の知覚が多い。

　麟　揮うつ：空叢感や傷つきやすい自己知覚が

平蔵馨年i2無

反縷される。麩己愛掻傷としては、「傷ついた灘

の蝶々諜「疲れ窃って濡れたガ」などの内容にみ

られる。また、空震さは．反慈が乏しくな琴、空

白領鍼に敏感になる。

　幡　録象縫係繰式：自己愛的蝿象麗孫では、煙

象は毒己を硬し返す密己の延長とみなすことか

ら、大鷲運動反感が鉄下の特徴をもつ。①遷度の

確繧をもって反癒する。②原霞となった行動とそ

の結果は、見た嚢よ鯵も作話的である。③知覚さ

れた入物に強い没頭と熱中炉ある。④被検者は自

分嚢身が鉢験しているように．その入籍像に嚢己

を投入して塾る。

おわ琴に

　嚢鍵s綴＆磁の死後、獲一ルシャッハ醗究の発展

には二つ醇大きなピークがある。一一つは欝§（》代で、

多くの学濠が競って基礎藩究をした時代である。

この時代の観点は、行動主義的な立場から糟糠分

辮麟立場まで綴広い。これは、盆鍵s趣a膨糞身が

講方の観点をもっていたからであろう。もう一つ

のピークは欝総隼代嶽後にみられる、ロール

シャッハ法による人格瞳害爾究である。筆巻もこ

の領簸に縫毛・を寄せてきた一人である。当鋳、エ

クスナー法はまだ段本に入ってきていなかったの

で、片9法から勉強したが、その後、小既木・馬

場の罪精弾力動輪盗で跡衛解毅に鐵会い、欝一ル

シャッハ法のおもしろさを知った。

　このたび、このノ郵議｝を著わすことを悪い立った

のは、Ler鍵r，費．の罫欝一ルシャッハ法と精；神分

析視点凄に麟激されたからである。これは聾一ル

シャッハ法における精神分新離アプ碁一チに聴す

る本邸窃の本格鶴な翻訳である。これを競んだ方

はおわか玲であろうが、糟糠分析釣アプ澄一チを

取ろうとすれば、背景となる糟糠分撰選譲の醗究

を欠かせないということである。それにしても

ロールシャッハ法は不思議なツールである。質問

紙法と違って、ロールシャッハ法はこれを使う人

の§的毒こ幾重にも合わせられるからである。
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